
１１１１    常任役員会常任役員会常任役員会常任役員会、、、、理事会開催理事会開催理事会開催理事会開催されるされるされるされる    

２２２２    車両系木材伐出機械車両系木材伐出機械車両系木材伐出機械車両系木材伐出機械にににに係係係係るるるる規則改正規則改正規則改正規則改正    

 最近、林業現場に導入が進んでいる林

業機械に係る労働安全衛生規則改正が

行われます。動力を用い、不特定の場所

に自走できる林業機械の機能の多様化、

高度化による林業作業の危険に対し、労

働災害を防止するため規制が行われるも

のです。 

 改正の内容は、①機械・装置による作

業での危険防止と②機械・装置の運転

業務従事者に対する特別教育の実施 

の二つからなっています。 

 施行日は、①は平成26年6月1日、②は

平成26年12月1日にそれぞれ施行されま

す。 

 ハーベスタ、プロセッサ、木材グラップ

ル機といった機械はベースマシンが車両

系建設機械であることが多く、例えば解

体用つかみ具をアタッチメントとして装着

すれば特定自主検査特定自主検査特定自主検査特定自主検査のののの対象対象対象対象となります

が、林業グラップルを装着して車両系木
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 2222月月月月20202020日日日日、サンパルテ山王において

常任役員会常任役員会常任役員会常任役員会が開催されました。冒頭、遠

藤支部長から、全国支部長会議で公益

法人としてふさわしい業務運営が強調さ

れ、当支部もそのことを十分考慮しつつ

業務運営を行っていく必要があることを

述べられた後、議事に入りました。 

 議事においては、平成25年度の事業進

捗について、研修関係、支部の現況及び

頒布、予算執行の1月末現在での状況が

事務局から説明されました。 

 次いで、地域協議会について、本年度

行った巡回指導の結果報告と1月30日の

地域協議会会長会議で概ね了承された

地域協議会設置要綱の改定案の報告が

行われました。要綱改定案については、

役員から監査説明性をさらに明確にする

等の指摘がなされ、修正のうえ提案する

こととなりました。 

 また、本部会長表彰候補については推

薦者全員が了承されていることが報告さ

れ、今後当支部の表彰規程についても

整備していくことが確認されました。 

 3333月月月月14141414日日日日にはにはにはには、ホテルメトロポリタン長

野において、理事会理事会理事会理事会が開催されました。遠

藤支部長のあいさつ後議事に入り、まず、

平成25年度の事業進捗状況（研修、頒

布、予算執行）が2月末現在で報告され、

長野県支部通信の発行と支部ホームペー

ジの開設についても報告されました。そし

て、地域協議会について、常任役員会で

の指摘により修正した地域協議会設置要

綱改定案が報告されました。 

 次に、平成26年度の事業・研修予定に

ついて提案があり、従来の研修を踏襲しつ

つ、解体機追加規制実務研修は行わない

こと、リスクアセスメントセミナーを行うこと

が説明されました。また、改定地域協議会

設置要綱に基づく地域協議会の運営、支

部表彰規程の整備等諸規定の整備を

行っていくことについて説明が行われまし

た。 

 以上の報告、説明について承認され、閉

会しました。 

アタッチメントを解体用つかみ具、

林業グラップルと付替えて両方使

用する場合は車両系建設機械とし

て特定自主検査が必要となります    

ハイライト：ハイライト：ハイライト：ハイライト：    

• 平成26年度長野県支部総会を、

5月21日(水)午前11時から、ホテ

ル国際２１において開催します。 

• 高所作業車検査業検査者資格

取得研修申込を受け付けていま

す。 

• クレーン機能付車両系建設機械安

全教育の申込みもまもなく開始しま

す。 

〒380-0872 
長野市妻科426-1 
長野県建築士会館4F 
TEL 026-232-2880 
FAX 026-232-6606 
http://www.sacl-nagano.jp 

材伐出機械として専用に使用する場合

は、年次及び月次の定期自主検査定期自主検査定期自主検査定期自主検査がががが

努力義務努力義務努力義務努力義務になります。アタッチメントを

交換して両方使うようであれば、車両系

建設機械として特定自主検査特定自主検査特定自主検査特定自主検査がががが必要必要必要必要と

なります。 



 検査業者検査業者検査業者検査業者はははは、労働安全衛生法及び登

録省令第19条の２１（定期報告）の規定に

基づき、4月1日から翌年の3月31日まで

の間に行った特定自主検査の状況につ

いて、その年の4月月月月30日日日日までにまでにまでにまでに特定自主特定自主特定自主特定自主

検査実施報告書検査実施報告書検査実施報告書検査実施報告書をををを所轄都道府県労働局

長に提出提出提出提出しなければならないことになって

います。 

 検査業者の皆様にはすでに当支部から

案内を差し上げていますが、期限内にご

提出いただきますようお願いいたします。 

 報告書の所定様式は当支部のホーム

ページからダウンロードできますのでご利

用ください。 

 「平時にあっては、主としてボトムアップ

を基本とする意思決定によって運営され

ているが、有事にあっては、そのシステム

を一瞬にして切り替えて、指揮官の決断

によって行われねばならない。ただし、決

断と独断専行は全く別の・・・・」 

 「・・・防災課長の褒められるべきは機転

ではなく、災害がなければ誰にも知られる

ことすらなかった、長年にわたる「備え」の

努力だと思います。過去の災害を研究

し、考案し、訓練したことだけしか、実際

の役には立ちませんでした。・・・」 

 特に印象に残った部分を抜書きしてみ

ましたが、この貴重な教訓を応用できる

人の存在が究極の「備え」であるという結

論に全く同感です。 

「備えていたことしか、役には立たなかっ

た。備えていただけでは、十分ではなかっ

た。」・・・これは『災害初動期指揮心得』と

いう書物の巻頭に記されている言葉で

す。国土交通省東北地方整備局が2011

年3月11日に発生した東日本大震災に対

処した経験を、初動対応を中心に整理し

たレポートです。 

 編集方針は、１．大震災を経験した者に

しかわからない「経験知」を、関係者共有

のものとする、２．シナリオのない、最もシ

ビアな決断を迫られる最初の1週間を乗り

切るための指針となること、３．想定される

大規模災害に対して、地方整備局の各ク

ラス指揮官が心得ておくべき指針となる

こと、です。 

３ 特定自主検査実施報告書の提出について 

６ 事務局だより 

備えていたことし

か、役には立た

なかった。 

備えていただけ

では、十分では

なかった。 

４ 労働保険年度更新の手続きについて 

ることになっています。これを、

「年度更新年度更新年度更新年度更新」といい、毎年毎年毎年毎年6月月月月1日か日か日か日か

らららら7月月月月10日までの間に日までの間に日までの間に日までの間にこの手続を行

います。 

 平成26年度の社会保険事務・労働

保険年度更新事務の説明会について

のご案内（別添）が長野労働局から

きておりますのでご参照の上、所定

期間内での手続きをお願いします。 

 労働者を使用するときは、労災や雇

用に対する補償のために労働保険の

手続きをしなければならないことが法律

で義務付けられています。 

 労働保険の保険料は、年度当初に

概算で申告・納付し翌年度の当初に

確定申告の上精算することになって

おり、前年度の確定保険料と当年度

の概算保険料を併せて申告・納付す
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2月月月月26日、解体用機械追加規日、解体用機械追加規日、解体用機械追加規日、解体用機械追加規

制実務研修がキッセイ文化制実務研修がキッセイ文化制実務研修がキッセイ文化制実務研修がキッセイ文化

ホールにてホールにてホールにてホールにて52名の参加をもっ名の参加をもっ名の参加をもっ名の参加をもっ

て行われました。この研修をて行われました。この研修をて行われました。この研修をて行われました。この研修を

もって解体用機械追加規制のもって解体用機械追加規制のもって解体用機械追加規制のもって解体用機械追加規制の

実務研修は終了しました。実務研修は終了しました。実務研修は終了しました。実務研修は終了しました。    

５ 特定自主検査記録表表記の変更について 

 従来、交換の「×」記号は

アッセンブリー交換のみに使用

し、分解を伴う内部部品の交換

は補修の「△」記号としてきま

した。 

 このことに関し、検査業者よ

り修正意見が寄せられ、建荷協

本部の記録表分科会で検討した結

果、新たに分解交換分解交換分解交換分解交換の「○○○○
××××」記号を

導入することとなりました。 

 会員の皆様にはすでにお知らせし

てありますが、ご了知願います。お

知らせの内容は当支部ホームページ

にもありますのでご参照ください。            

Q:クローラ式の移動式クレーン

（5ｔ未満）に排土板が付いたも

のがある。運転するには移動式

クレーンの免許があればよいと

思うが、排土板が付いているこ

とから車両系建設機械の運転資

格が必要か？また、車両系建設

機械の特定自主検査は必要か？ 

Ａ：排土板がどういう目的で取り

付けられているかです。この場

合、排土板は異物を排除し（地

盤を馴らす）移動式クレーン自

らの足場を整える目的で取り付

けられているものであり、整地

の目的ではありません。それを

整地の作業に使用すると用途外

使用になります。 

 したがって、この場合には車

両系建設機械の運転資格は必要

ありませんし、特定自主検査も

必要ありません。 

 ただし、ユーザーには排土板

取付けの目的をよく説明し、用

途外使用にならないように教示

する必要があります。 



事業主の皆様ヘ

長 野 労 働 局

帳 野社会保険・労働保険徴収事務連絡協議会)

社会保険事務 。労働保険年度更新事務説明会の

開催について

/1711年、県内各地域で年金事務所と労働基準監督署の合同で開催して

おりました「社会保険事務・労働保険年度更新事務説明会」について、

平成26年度から下記のとおり、長野 :松本の2会場のみの開催とな

ります。

それ以外の地域におきましては、各年金事務所による「社会保険に

係る事務説明会」を開催し、労働保険年度更新事務等については、そ

の会場で労働基準監督署職員が説明することとしております。

皆様には、ご理解とご協力をいただきたくご案内申し上げます。

平成 26年度 社会保険事務 。労艤保険年度更新事務説明会日程
日    日寺 場   所 考備

長野会場

平成 26年 6月 20日

午前 10 時  00
午後 1時 30

０
　
午
ト

ホクト文化ホール

(長野県県民文化舗

中ホー/7

長野市若里1-1-3

説明会はおよそ2時間で九

年金事務所から約 1時間、その後

労働基準監督署から約 1時間の

説明となりま丸

松本会場

平成 26年 6月 20日

午後 1時 30

⑥
　
ト

キッセイ文化ホール

lI諄砂議υ障好翻

大ホール

姉 水汲69-2

説明会はおよそ2時間t
年金事務所から約1時間、その後

労働基準監督署から約 1時間の

説明となりま丸

※社会保険に籐る説明会の開催日程は、製面に掲載してあります。

別添



平成盆鵞年度 社会保険事務説明会圏種

※ 含同開催の説朋会 (長野会場 Iホクト文化ホール)及び (総藤奎暢 :キッセイ文化ホール)

につしヽて!ま、表面に記載してあります。

― 問い合法 彗先 ―

長野労働局総務部労働保険徴収室

電話  026(223)0552
または、最寄りの年金事務所ヘ

嗜
勤

開  催  日 時

場 は予定であり、変更もある)

△

場 所 在 地

長野南
6月 17日

して)

午後 1時 30分
千曲市更埴文化会館

(あんずホーノめ
千曲市杭瀬下 1丁目64番地

翡 ヨヒ
6月 19日

(ラ
アド:)

午前 10時 00分

長野市東部文化ホール 長野隷′卜島804-5

午後  1日寺30分

岡 谷
6月 19日

(ラ
ントこ)

午後  1時 30分 諏訪市文化センター 諏訪市湖岸通り5-12-18

伊 那
6月 18日

休 )

午後  1日寺30分
長野県伊那文化会館

0ヽホー/L/1
伊那市西町 5776

飯 田

6月 19日

(莉
午前10時 00分

飯田部文 ヒ舗 飯田市高羽町5-5-1
6月 19日

ω
午後  1日寺30分

松 本

6月 18日

(水)

午後 1時 30分
木曽文化公園

(文化ホーノ→
木曽町日義4898-37

6月 19日

(莉
犠  1日寺30分

大町市文化会館

(大ホー/②
大町市畑 601-2

小 諸

6月 25日

休 )

午前 10日寺00分
上田市丸子文化会館

(セ レスホーノ→
上国市上丸子 1488

午後 1時 30分

6月 19日

的

午前 10目寺00分

午後  1日寺30分

小諸市文化センター /1ヽ諸市 甲 1275番 地 2


